
　10月2日、蕨・戸田衛生センタ
ー組合議会は平成25年度から
焼却灰等資源化委託として契

約している渡辺産業（株）を視察。同組合議長として参加してきました。
　今年度、蕨・戸田衛生センター組合では、ゴミ処理で発生する焼却灰
のうち、約1,200トンの処理を委託する予定です。
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『戸田ボートコース』にて
第25回大会開催決定!!

蕨･戸田衛生センター組合議会 議長
戸田市サッカー協会 会長
県南都市問題協議会環境問題研究部会 部会長

　9月26日・27日、
石川県津幡漕艇競技
場で「第24回全国市
町村交流レガッタ大
会」が行われました。
　会場には各地から
駆けつけた応援団の
皆さんによる白熱し
た応援合戦も繰り広
げられ、選手、市町村それぞれの交流も深まる、
大変意義ある大会でした。

　市民の皆様には、日頃から温かなご支援、ご協力を賜り、
心より感謝を申し上げます。
　今年度は、蕨･戸田衛生センター組合議会議長に就任しま
した。ごみの減量化、リサイクルの促進はもとより、清潔で
快適な市民生活を営むうえで、一日たりともゆるがせにでき
ない事業として、日々邁進しております。
　また、昨年の12月定例会では一般質問に登壇。新曽南多世
代交流館「さくらパル」の現況と諸課題について質問をした
ほか、防犯対策のさらなる強化について取り上げました。2頁
にその要旨を掲載しましたのでご参照ください。
　「いつも誠実、精一杯の努力」を政治信条に、高齢者や障
害者の方々が安心して暮らせる街づくり、子どもたちが健や
かに育つための環境づくり、自然災害に耐えうる都市基盤整
備、地域経済の活性化など、引き続き様々な課題に全力で取
り組んで参ります。皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますよう、
お願い申し上げます。

熊木 照明戸田市議会議員

現在の役職

第24回

全国市町村
交流

　　　　レ
ガッタ大会

視　
察

ご 挨 拶

蕨・戸田衛生
センター組合
議会視察

蕨・戸田衛生センター組合議会議長として挨拶を
する熊木照明市議。

平成28年度（戸田市制50周年）は
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ホームページをご覧ください これまでの活動の軌跡をはじめ議会レポートなど、戸田市議会議員 熊木てるあき について、詳しく
はホームページをご覧ください。http://www.kumaki.info/　もしくは［熊木てるあき］で検索
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平
成
二
十
六
年
四
月
に
、多
世
代
に
わ
た
る
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た「
さ
く
ら
パ
ル
」に
つ
い
て
、利
用
料
を
徴
収
し
て
い
る

一
階
の
音
楽
練
習
室
、多
目
的
室
、二
階
の
会
議
室
、和
室
の
利
用
状
況
を
伺
い
た

い
。

市
民
生
活
部
長　

十
月
末
ま
で
の
利
用
者
数
は
、音
楽
練
習
室
は
九
二
〇
人
、多
目

的
室
は
二
千
四
三
三
人
、会
議
室
は
三
千
七
〇
一
人
、和
室
は
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

熊
木
議
員　

こ
の
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
、い
き
い
き
健
康
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
、と
だ
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。現
時
点
で
市
が
想
定

し
て
い
た
成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

十
月
ま
で
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
者
は
約
五
千
五
〇
〇
人
。

午
前
中
は
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
親
子
、午
後
は
児
童
や
学
生
が
多
い
。設
置
目

的
に
合
っ
た
一
定
の
利
用
が
あ
る
と
考
え
る
。多
世
代
交
流
が
積
極
的
に
図
ら
れ

て
い
る
か
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

熊
木
議
員　
「
さ
く
ら
パ
ル
」の
利
便
性
向
上
に
向
け
、Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
バ
ス
の
ル
ー
ト

を
変
更
、ま
た
は「
さ
く
ら
パ
ル
」に
バ
ス
停
を
追
加
す
る
な
ど
の
措
置
が
と
れ
な

い
か
。

市
民
生
活
部
長　

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
バ
ス
西
循
環
ル

ー
ト
に
つ
い
て
、無
作
為
抽
出
の
二
千
人
対

象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

商
業
施
設
や
公
共
施
設
経
由
へ
の
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。西
循
環
の
ル
ー
ト
変
更
時

に
、あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

熊
木
議
員　
「
さ
く
ら
パ
ル
」の
場
所
が
分
か

り
に
く
い
と
地
域
住
民
か
ら
指
摘
を
受
け
て

い
る
。も
う
少
し
大
き
な
看
板
を
取
り
付
け

る
と
か
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

市
民
生
活
部
長　

都
市
景
観
条
例
を
踏
ま
え

看
板
の
増
設
な
ど
を
検
討
し
た
い
。さ
ら
に
は

「
さ
く
ら
パ
ル
通
信
」の
配
布
先
の
拡
大
な
ど
を

図
り
、施
設
の
周
知
に
取
り
組
む
。

熊
木
議
員　

戸
田
市
の
犯
罪
発
生
件
数
が
ワ
ー

ス
ト
３
ま
で
上
が
っ
て
き
て
い
る
。犯
罪
を
減
ら
す
た
め
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

市
内
の
犯
罪
は
乗
り
物
に
関
連
す
る
犯
罪
が
多
い
。と
く
に
自

転
車
盗
、オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
全
体
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
。対
策
と
し
て
来
年
度

は
Ｊ
Ｒ
三
駅
周
辺
を
中
心
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。そ
の
他
、効

果
的
な
巡
回
や
委
託
警
備
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

熊
木
議
員　

大
型
店
舗
で
自
転
車
盗
が
多
発
し
て
い
る
が
、そ
の
対
策
と
し
て
市

内
の
犯
罪
発
生
場
所
に
つ
い
て
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

大
型
店
舗
に
は
注
意
と
巡
視
の
強
化
を
依
頼
し
て
い
る
。犯
罪

発
生
状
況
を
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
で
、注
意
喚
起
に
な
り
抑
止
効
果
も
あ
る
と

考
え
る
。自
転
車
盗
の
発
生
場
所
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

熊
木
議
員　

町
会
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
犯
罪
減
少
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。し
か
し
町
会
の
負
担
が
大
き
い
。負
担
軽
減
策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
委
託
警
備
員

を
同
行
さ
せ
て
い
る
。今
後
は
警
察
や
市
が
把
握
し
て
い

る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、効
果
的
な
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

熊
木
議
員　

千
葉
県
松
戸
市
で
は
毎
月
十
五
日
、神
奈
川

県
厚
木
市
で
は
十
日
、二
十
日
、三
十
日
を「
犯
罪
ゼ
ロ
の

日
」と
定
め
取
り
組
ん
で
い
る
。本
市
も「
犯
罪
ゼ
ロ
の
日
」

運
動
な
ど
、市
全
体
で
犯
罪
を
考
え
る
取
り
組
み
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

さ
く
ら
パ
ル
の
現
況
と
今
後
の
課
題

防
犯
対
策
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
12
月
定
例
会
《
一
般
質
問
》

●プロフィール●●プロフィール●

■ 昭和28年　戸田市新曽南生まれ
■ 昭和44年　戸田中学校卒業
■ 昭和47年　早稲田実業学校普通科卒業
■ 昭和51年　明治学院大学経済学部卒業
■ 平成 4 年　新曽小学校PTA会長
■ 平成13年　戸田市議会議員（1期）
■ 平成17年　戸田市議会議員（2期）
■ 平成18年　戸田市議会副議長
■ 平成19年　戸田市議会総務常任委員長
■ 平成21年　戸田市議会議員（3期）
■ 平成21年　戸田市議会 議長
■ 平成25年　戸田市議会議員（4期）
■ 平成26年　戸田競艇組合議会 議長
■ 平成27年　蕨･戸田衛生センター組合議会 議長

全国都市問題会議に出席
　10月8日、9日の両日、長
野市で開催された全国市長
会主催による第77回全国
都市問題会議に出席してき
ました。「都市の魅力づくり
と交流・定住 ～人口減少社
会に立ち向かう 連携の地
域活性化戦略～」をテーマ
に、田部井淳子氏（登山家）
をはじめ、清水慎一氏（観光
地域づくりプラットフォー
ム推進機構会長）、セーラ・
マリ・カミングス氏（株式会社文化事業部代表取締役）
の貴重なお話を聞くことができました。

　
る
く
　
み
よ
い
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来
を
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た
め
に

明

住


